度 刀. J 曰 孤 



がら 云った。 『併し、 これ は 君、 もっと 尖った 固い もの 

だよ。 見た まえ、 皮膚が 切れて 血が 滲んで いる。 おそ 

テ— ブル 

らく 倒れる はずみに 卓子の 角に でもぶ つけたの だろう 

—— 』 

刑事 は、 卓子の 位置と 死人の 姿勢と が 上役の この 観 

察 を 否定して いないので 押し返して 云い 張る わけに も 

ヽ ゝ、 ヽ o 
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すると 其処へ 葛 飾が 悄然と 立ち 帰って来た。 新しい 

イン ヴァ ネス —— 倫敦 仕立ての の 洒落た もの だが、 そ 

の 羽 は 惨めに 綻びて いるし、 それに シャツの 襟に はネ 

ク タイ もない。 そんな 乱れた 姿が 直ぐに 刑事の 目を惹 



と 云った。 だが 愈々 そうな つて 見る と、 彼女 自身に も 

実際 一 一人の 何方 を 愛して いるもの やら 俄かに は 極め 難 

いものが あつたの である …… 

夜に なって、 小 野が 街へ 多分 酒で も 飲みに 出かけて 

しま つ た 後で、 美 代 子 は 居間で 気 を 腐らせながら 読書 

していた 葛 飾のと ころへ 詫びに 〔# 「詫びに」 は 底本で 

は 「駝 びに 匕 行った。 それが 却って 葛 飾 を 一 層 怒らせ 

る ことにな つて、 挙句の 果に葛 飾 は、 ヒス テリ ィを起 

して まるで 頑是ない 子供の ように むしゃぶりつく 美 代 

子 を 振り もぎって 戸外へ 飛び出して 行った。 葛 飾が 夫 

婦 喧嘩の 原因 を 話す こと を 拒んだ の はそんな 次第から 



なので ある。 …… 

ぁピ 

『 —— 折角の 葛 飾の 心遣い を 空に する ようです けれど 

も、 それ だからと 申しまして、 わたくし にして みれば 

これ 以上 隠し立て をす る わけに は ゆきません …… 』 と 

美 代 子 は 咽び泣きながら 役人に 打ち明けた。 

わたくし は それで、 結局 小 野さん と 葛 飾と 何方が 果 

して、 一 層 深く 自分 を 愛して いて くれる か、 知り 度 かつ 

たので ございます。 何方でも 愛情の 度合の 優って いる 

方に、 自分の 行末 を 委ねなければ ならない と 考え まし 

た。 わたくし は 以前、 古い 支那の 小説で、 ある 人妻が 

、-っ わ 

佯 つて、 井戸の 中に 身 を 投げた ように 見せかけて、 ど 



鈍い 銃声が 聞こえた ので ございます。 わたくし は、 取 

リ 返しの つかない 間違い を 仕出かし たこと を知リ まし 

た。 わたくし は 無性に 恐し くな つて、 その 偽の 遺書 を 

火鉢に 燻べ てし まった ので ございます —— 』 
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ァ J の 陳述 は 係官 を 納得 させたら しい。 

『では、 矢 張 失恋 自殺でしょう かな。』 

『いや、 むしろ 情死と 見なすべき だろう。』 

彼等 はそんな 意見 を 云い 合った。 



若い この 刑事 は 上役 や 同僚 を 出し抜き 度い 功名心で 

胸 を ふくらませた。 

刑事 は 警察 へ 帰る と 早速 ピ ス トルに 就いて 検 ベた。 

柄の 底の 部分に 僅ば かり 白い 粉が ついている。 刑事 

は 会心の 笑 を 洩らした。 

( —— 犯人が 最初に 投げ 棄 てた 拍子に あの 壁へ ぶ つ 

かった の だ) 

それから 指紋で ある。 最近 二人の 人間が それ を摑ん 

だら しかった。 

(もちろん 被害者 自身と —— 鮮明な 方が 犯人 だ) 

ところが 翌日に なって、 果して それ 等の 指紋 は 小 野 



と、 美 代 子と に 付合す る ことが 判明した ので ある。 
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『 —— まことに 恐れ入りました。 ピストル を 小 野さん 

の 手に 持たせ ましたの は 如何にも わたくしで ございま 

す。 けれども 何と 仰せられましても、 自分で 射ち 殺し 

た 覚え なぞ は 毛頭 ございません。 今度 こそ 本当の こと 

すっかり 

を 悉皆 申し上げて しまいます。 —— 致し方 も ございま 

せん。 

『 一 昨日の 晚、 葛 飾 は、 泣いて 詫びる 〔# 「詫びる」 は 



ました。 わたくし は 注意 深く 小 野さん の 体の 周囲 を 探 

がしました。 その 結果、 小 野さん の 胴衣の 襟と シャツ 

との 間から 三尺ば かりの 細い 黒い リボン を 発見す る こ 

とが 出来た ので ございます。 —— 葛 飾 は ネクタイの 代 

りに 何時でも そんな リボン を 結んで 居る ので ございま 

す。 …… 小 野さん に 死なれて、 葛 飾が 犯人と して 捕え 

られ てし まえば、 わたくしの 身の上 は 一 体 まあ どうな 

る ことで ございましよう。 しかも、 そんな 怖し い 過ち 

の もとは、 みんな わたくし 自身な ので ございま すから _ 

…… わたくし は、 リボンの 始末 をす ると 同時に、 ビス 

トル を 小 野さん の 手に 握らせました。 …… 実 を 申し ま 



すと あの ピストル だって、 葛 飾の 箪笥の 中に 何時も 

蔵って あるので、 小 野さん の もので はない の だそう で 

ございます。 それに、 葛 飾 は イン ヴァ ネス を 破って 

帰って 参り ましたが、 わたくし は それ 程 乱暴 をした 覚 

え はない ので ございます。 …… ああ、 けれども、 わた 

くし は みんなす つかり 喋って しまいました。 …… わた 

くし は、 葛 飾 を 身に 覚え もない 罪に 陥して しまったの 

では ございませんで しょうか。 ああ！ 御 慈悲で ござ 

レま T9 』 

美 代 子 は、 刑事の 厳重な 吟味に 対して、 到頭そう 云 

う 自白 をした。 



これ は 刑事に と つ て も 意外で ある。 

刑事 は 直に 葛 飾 を 訊問した。 

『あなたが、 家 を 出た の は 何時頃で すか？』 

『八 時 頃でしょう？』 

『それから 真直ぐ 八 木恭助 氏の 宅へ 行かれた のです 

な？』 

『いいえ、 X X 座へ 活動写真 を 観に 行きました。』 

『ほう 自動車で です か？』 



ことです。 それから？』 

『街 を 一時間 近く 散歩して、 裏通りの ヨロ ピン 酒場へ 

寄りました。 そこで 夜中の 一時 近くまで 酒 を 飲んで、 

それから タク シィを 呼んで 貰つ て 八 木の 家へ 泊り に 

行った のです。』 

小 野が 殺された の は 十一 時 頃 だから、 葛 飾の 答弁 は 

現場 不在証明 を 申し立てて いるので ある。 刑事 は 反証 

を 上げなければ ならな い。 

活動写真 を 観て 散歩した と 云う の は 全く 出鳕 目で あ 

ろう。 —— 尤も 美 代 子 は 実際 その 二三 日 前に 小 野と 一 

緒に X X 座へ 見物に 行って 当日の 番組 も 持って いた。 



教えて くれたの である。 『 —— あの 晚、 わたくし はお 

夜食のお 薔麦を 注文す るので 公衆電話 を かけに 裏口 か 

ら 戸外へ 出ました ところが、 恰度 その 時お 店の 前に 自 

動 車が 止ま つ て 葛 飾さん がお 降りになる の をお 見かけ 

致しました。』 

X X 座と ヨロ ピン 酒場と は 目と 鼻の 間にある。 自動 

車に 乗って 街 を 廻った と は 云わなかった。 葛 飾が 噓を 

吐いて いる こと は 最早 や 明らかで ある —— 刑事 は 飛ん 

で つた。 

そして 葛 飾 は あらためて 訊問され た。 

『あなた は、 自動車で ヨロ ピン 酒場へ 行った の だそう 



です ね。 —— 何故 あなた は 偽 を 述べなければ ならな 

かった のです？』 

『 …… 』 葛 飾 は 狼狽した。 

『X X 座で 活動写真 を 見物した こと も、 街 を 散歩した 

こと も 悉く 噓 だらけな のです ね。』 

『そうです、 併し 』 

その 時、 刑事 はふと 葛 飾が 膝の 上で 両手 を 揉み合し 

ている の を 眺めた。 

『おや、 あなた は 右手に 指輪 を 嵌めて いられます か？ 

—— 紫水晶の ようです ね。 始終そう して 嵌めて いられ 

ます か？』 



トリック なの だ。 だが、 葛 飾 は 容易く それに 乗せられ 

たわけで ある。 
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法廷に 於て 葛 飾 は 有罪と 決定した。 

彼 は 併し あくまで 犯行 を 否定した。 

『当夜、 私 は 非常に 亢奮して 家 を 飛び出 ましたが、 街 

へ は 行かずに 近所の 沼の 辺 や 林の 中 を 夜風に 吹かれな 

がら 矢 鰭に 歩き 廻って いました。 そして 可な り 長い こ 

とそう やつ ている 中に 漸く 落ち着き を 取り戻して 来て、 



不利益で ある こと を 感じた ので、 私 は あらかじめ 現場 

不在証明 を 考えて 置いた 次第です。 …… 』 

こう 云う 葛 飾の 弁明に は 『偽 を 申し立てた 要 心 深さ 

—— 若しくは、 臆病 さ』 に 就いて 裁判官 を 納得させる 

のに 充分な ものがなかった らしい。 

ピストルに 犯人が 指紋 をの こさなかった の も、 その 

位に 要 心 深い 人間であって みれば 当然で ある —— と 役 

人 は 述べた。 

そして 葛 飾 は 幾年 かの 懲役 を 云い 渡された。 

7 



分の 頭 を 狙って みせました。 私 は 吃驚して その 手に 飛 

びつ いて、 ピストル を捥ぎ 取ろうと しました。 ところ 

が、 私 は あやまって 引金に 指 を かけて しまったので ご 

ざ います 』 

『私 は 恐し い 人殺しの 罪 を 免れる ために、 ピストル を 

小 野さん の 手に 握らせました。 その 時、 若し これが う 

まく ゆけば、 葛 飾の 愛 を 取り返せる かも 知れない —— 

また 万一 他殺と 露見す るよう な ことがあっても、 疑わ 

れ るの は 結局 葛 飾 だと も 考えました。 

『あの 黒い リボンの ネクタイ のこと は 偽で ございます _ 

私が 葛 飾の 胸から むしりと つたの を、 そんな 風に 仕組 



ん だまでに 過ぎません …… 』 

葛 飾 は 無実と 云う ことにな つて 放免され た。 
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さて 話 はこれ でお しまいで あるが —— - 

作者 はこ こで 小 野 潤 平の 死が 本当の 自殺であった 場 

合 を 考えて み 度い。 

小 野 は 酔つ ばら つて 帰つ て 来る と 門口で 葛 飾と 出 

会った ので めそめそと 泣いて 詫びた 〔# 「詫びた」 は 底 

本で は 「詫びた」 r すると それが 却って 葛 飾の 気 を 悪く 
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